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第
1063
回
例
会 

 
 

2006
年
５
月
１１
日ᷫ

木
ᷬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
員 

71
名 

出
席
計
算
数
67
名
中 

 
 

54
名
出
席 

 
 
 
 
 
 

出
席
率
80･

60
％ 

 
 
 
 
 

前
々
回
出
席
率
97･

01
％ 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

「
君
が
代
」「
そ
れ
で
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ー
」 

 
 
 
 
 
 
 

指
揮
者 

松
本 

哲
朗 

 

 
 
 
 
 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

ゲ
ス
ト 

米
山
記
念
奨
学
生 

ジ
ラ
ル
ン
ル
ァ
ン
チ
ャ
イ
・ 

00000000

グ
ン
デ
ィ
ダ
ー
さ
ん
（
グ
レ
イ
ス
） 

ビ
ジ
タ
ー 名

古
屋
北
Ｒ
Ｃ 
多
田 

正
美
さ
ん  

 

ニ
コ
ボ
Ḕ
ク
ス 

近
藤
社
会
奉
仕
委
員
長

杉ᷝ
本
環
境
保
全
委
員

長

ごᷝ
苦
労
様
で
し
た
ᷞ 

     

草
野 

勝
彦 

0000000000000000000000000

鬼
頭 

茂
成 

新
世
代
国
際
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
勧
誘
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
ᷞ
田
近
さ
ん

日ᷝ
比

野
さ
ん

たᷝ
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ᷞ 

    
 
  

 
    

 
  

0000000000000000000000000

木
村 

光
徳 

今
日

橘ᷝ
小
学
校
へ
メ
ダ
カ
を
寄
贈
し
て
き
ま

し
た
ᷞ 

 
 
       

 
    

近
藤
宏
一
郎 

例
会
に
出
席
で
き
る
喜
び
を
実
感
い
た
し
て

お
り
ま
す
ᷞ 

 
   

 
 
 
  

岩
崎 

征
一 

尾
上
さ
ん
ᷝ
渡
辺
さ
ん
受
章
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
ᷞ 

 
 
 
 
      

堀
江 

英
弥 

尾
上 

昇
さ
ん

受ᷝ
章
お
め
で
と
う
ᷞ 

浅
井 

隆
宣 

や
Ḉ
と
60
歳
で
す
ᷞ 

 
 

 
 

佐
藤 

 

彰

誕
生
月
で
す
ᷞ  

 
 
 
 
  

 
 
  

伊
藤 

与
則 

妻
の
誕
生
月
で
す
ᷞ 

 
 
 
  

黒
柳 

一
男 

結
婚
記
念
日
で
す
ᷞ                                         

杉
本 

英
夫 

結
婚
月
で
す
ᷞ                   

小
澤 

幸
男 

ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
ᷞ   

 

小
笠
原
和
俊 

誕
生
日
の
お
花
ᷝ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
ᷞ 

 
 
 
 
    

 
 
  

中
根 

了
晟 

き
れ
い
な
お
花
届
き
ま
し
た
ᷝ
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
ᷞ
白
川
で
も
お
世
話
に
な
り
ᷝ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ᷞ 

大
西 

一
之 

松
本
定
道
さ
ん
ᷝ
先
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
ᷞ 

 
  

 
        

  

渡
辺 

剛
男 

住
田
さ
ん

おᷝ
世
話
に
な
り
ま
し
た
ᷞ 

大
原 

敏
正 

小
林
さ
ん

長ᷝ
い
間
あ
り
が
と
う
ᷞ 尾

上 
  

昇 

草
野
さ
ん
堀
田
さ
ん
ᷝ
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
ᷞ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
田 

明
夫 

                                       

会
長
挨
拶 

 
 
 
 
 

草
野 

勝
彦 

   

こ
ん
に
ち
は
。 

 

今
朝
、
中
区
の
橘
小
学
校
に
近
藤
社
会
奉
仕

委
員
長
、
杉
本
環
境
保
全
委
員
長
、
横
内
さ
ん

ら
７
名
で
メ
ダ
カ
を
寄
贈
し
て
き
ま
し
た
。 

 

大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
事
に
も

好
奇
心
を
持
っ
て
い
る
小
学
生
を
羨
ま
し
く

思
い
ま
し
た
。
社
会
奉
仕
委
員
会
、
環
境
保
全

委
員
会
の
皆
様
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
西
尾

に
昨
日
メ
ダ
カ
を
受
取
り
に
行
っ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

又
、
５
月
20
日
に
は
当
ク
ラ
ブ
の
新
世
代

委
員
会
、
名
古
屋
瑞
穂
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

名
古
屋
栄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
共
催
で
「
新

世
代
国
際
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

真
の
国
際
人
を

目
指
し
て
」
を
開
催
し
ま
す
。
例
会
の
出
席
扱

い
に
も
し
ま
す
の
で
、
是
非
皆
様
参
加
下
さ
い
。

講
師
の
方
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
に
も
失

礼
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
木
村
委
員
長
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
し
、

今
年
度
の
最
後
の
行
事
で
す
の
で
、
心
よ
り
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
回
は
養
子
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。 

 

養
子
と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
よ
く
御
存

知
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
養
子
は
夫
婦
に
子

供
が
な
い
場
合
に
、
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。 

 

養
子
は
、
も
と
も
と
血
縁
関
係
の
な
い
子
と

の
間
に
、
父
・
母
と
子
と
い
う
法
律
上
の
親
子

関
係
を
つ
く
り
出
す
制
度
で
す
。
法
律
上
の
親

子
関
係
が
で
き
れ
ば
、
相
続
と
か
扶
養
と
か
は
、

血
縁
上
の
親
子
関
係
と
同
一
の
権
利
義
務
が

発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

養
親
は
、
自
分
よ
り
年
上
の
人
を
養
子
と
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

養
子
が
未
成
年
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
養

子
縁
組
に
家
庭
裁
判
所
の
許
可
が
必
要
で
す
。

養
子
と
な
る
未
成
年
者
が
、
養
親
の
孫
あ
る
い

は
、
そ
の
配
偶
者
の
子
で
あ
る
と
き
は
、
家
庭

裁
判
所
の
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
養
子
が

15
歳
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
養
子
の
法
定
代

理
人
の
承
諾
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

養
子
が
結
婚
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
養

子
だ
け
で
は
養
子
縁
組
は
で
き
ま
せ
ん
。
養
子

の
配
偶
者
と
一
緒
に
し
な
け
れ
ば
、
日
本
の
法

律
上
養
子
縁
組
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

養
親
が
夫
婦
で
あ
る
場
合
に
も
、
一
方
だ
け

で
は
養
子
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず

夫
婦
一
緒
に
養
子
縁
組
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

 

夫
婦
に
子
供
が
あ
り
、
配
偶
者
に
死
別
し
、

後
妻
が
あ
る
場
合
に
は
、
後
妻
と
子
供
と
の
間

に
は
親
子
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
後
妻
と
子
供

と
が
養
子
縁
組
を
し
て
親
子
関
係
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
親
子

関
係
は
実
父
と
の
間
に
は
あ
り
、
後
妻
と
の
間

に
は
な
い
の
で
、
例
外
的
に
一
方
だ
け
で
、
即

ち
後
妻
と
子
供
だ
け
で
養
子
縁
組
が
で
き
ま

す
。 

 

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
養
子
縁
組
を
し
て
お

き
ま
せ
ん
と
、
子
供
は
後
妻
と
の
関
係
で
相
続

権
は
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
く
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

又
、
結
婚
し
、
夫
が
妻
の
氏
を
称
し
て
い
る

場
合
に
、
そ
れ
で
養
子
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い

る
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。
単

に
夫
が
妻
の
氏
を
名
乗
っ
た
だ
け
で
、
養
子
に

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
妻
の
父
母
と
夫

と
が
養
子
縁
組
を
し
な
い
限
り
、
妻
の
父
母
と

の
間
に
お
い
て
相
続
権
は
発
生
し
ま
せ
ん
。 

 

養
子
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
問
題
点
が
あ

り
ま
す
の
で
、
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

    

メ
ダ
カ
と
水
槽
及
び
飼
育
セ
Ḕ
ト
の
寄
贈 

社
会
奉
仕
委
員
長 

近
藤
宏
一
郎 

 

５
月
10
日(

水)

午
後
13
時
30
分

西ᷝ
尾
Ｒ

Ｃ
会
員
藤
田
昭
博
氏
の
会
社
に
お
伺
い
し
て
メ

SERVICE Above Self 
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ダ
カ
250
尾
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
ᷞ
西
尾

Ｒ
Ｃ
よ
り
原
田
保
男
次
期
会
長
外
３
名
の
会
員

が
同
席
さ
れ

我ᷝ
ク
ラ
ブ
よ
り
鬼
頭
幹
事

近ᷝ

藤
社
会
奉
仕
委
員
長

太ᷝ
田
次
期
社
会
奉
仕
委

員
長
が
出
席
ᷞ
元
会
員
の
石
原
忠
正
氏
に
御
同

行
頂
き

メᷝ
ダ
カ
寄
贈
に
御
尽
力
頂
き
ま
し
た

こ
と
に

感ᷝ
謝
の
念
が
堪
え
ま
せ
ん
ᷞ 

 

５
月
１１
日(

木)

午
前
10
時

名ᷝ
古
屋
市
立

橘
小
学
校
の
観
察
池
前
に
て
贈
呈
式
が
始
ま

り

近ᷝ
藤
教
頭
先
生
の
司
会
に
よ
り
武
藤
校
長

先
生
ᷝ
草
野
会
長
の
挨
拶
の
後

五ᷝ
年
生
の
生

徒
代
表
約
50
名
が
参
加
し
ᷝ
生
後
１
年
の
メ

ダ
カ
200
尾
を
池
に
放
流
ᷝ
生
後
２
年
の
子
持

ち
メ
ダ
カ
50
尾
を
観
察
用
水
槽
２
つ
に
移
し
ᷝ

生
徒
代
表
の
御
礼
の
言
葉
に
て
終
了
ᷞ
日
頃
生

き
物
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
な
い
都
会
の
児
童

の
目
の
輝
き
が
印
象
的
で
し
た
ᷞ 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
友 

５
月
号 

雑
誌
委
員
会
委
員
長 

山
口 

正
孝 

地
区
の
た
よ
り
2760
地
区
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
！ 

      

６
月
１
日ᷫ

木

例ᷬ
会
の
ご
案
内 

᷷
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
᷸ 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ブ
リ
テ
ン
委
員
会 

川
口 

小
折
・
黒
柳 

一
男
・
大
原 

敏
正 

                  

嬉しそうな山口さん 

神野 邦利   39    40      79      5      74    優 勝    ４ 

 堀田 泰造   59    54     113     36      77     準優勝    32 

 堀江 英弥     47    46      93     15      78     ３ 位    14 

 吉田 憲一   52    52     104     13      91       BB 

NAMES       OUT   IN    GROSS    H’CP    NET      RANK   次回H'CP

ベスグロ 神野 邦利 

ニアピン 西No.３ 鬼頭 茂成   西No.６ 川畑 博敬 

     中No.２ 酒井 修    中No.８ 神野 邦利 

優勝の挨拶 

この度は、実力者が大勢お見えの中、優勝出来大変

嬉しく思っています。 

風が大層強かったのですが、前日寒さと雨の中でプレ

イしたよりずっと楽で、又同伴して頂いた小笠原様、横内

様、杉本様には適度な緊張感を持たせて頂き、１ラウンド

中気が緩む事無く、プレイ出来たことがこの様な結果に

つながったと誠に感謝しております。 

パットとアプローチが結構決まり小技がいかに大事か

改めて思いました。今回でハンデーが上がりましたが次

回も上位入賞を頑張ります。 

神野 邦利

《第109回ゴルフ例会》 

平成18年5月14日(日)   

中日カントリークラブ 天気  

5月12日  中日新聞

 
 
 
 
 
 
 
西尾ＲＣ藤田さんより 

メダカをいただきました。

橘小学校の先生方と 

《メダカと水槽・飼育セットの寄贈》 

平成18年5月11日(木) 

名古屋市立橘小学校 


